
深まりの秋：「学習の充実」を！
校 長 山本 桂一

朝夕肌寒くなり、秋も深まってまいりました。先日の学校祭（10/23）

は、「桜花爛漫」のテーマのもと、弁論大会や合唱コンクール、そして学

年ステージ発表など、全校生徒が力を合わせ、素晴らしい学校祭になりま

した。コロナ禍の中での開催となりましたが、生き生きとした生徒の姿や

たくさんの笑顔を見ることができ、嬉しく思っております。

特に合唱コンクールでは、どの学級も心が一つになった美しい歌声を響

かせ、特に３年生は最上級生にふさわしい合唱で感動を届けてくれました。（合唱コンク

ールの様子は、１１月下旬に「かほく市ケーブルテレビ」で放送される予定です。）学校

祭で高まった学級・学年のまとまりや団結力を今後の学校生活に生かし、次の目標に向け

て頑張ってほしいと思っています。

さて、１１月に入り、２学期も折り返しとなります。今月は、学校全体で「学習」に力

を入れていきたいと思います。３年生は１０日（火）に郡市統一テストが行われ、１・２

年生にとっても、学習を中心に「自分を鍛える」「自分を高める」大切な時期になります。

この１１月が、生徒にとって「深まりの秋」となるよう（充実した生活が送れるよう、

また、より成長できるよう）、ご家庭でも声かけや励ましをよろしくお願いいたします。

今までに出会った子ども達の中で、「よく伸び

る子ども」には共通点があります。それは、「日

々どれだけ素直な心を持って過ごしているか」

です。

パナソニックの創始者である 松下 幸之助 氏は、「素直な心から謙虚さが生み出され、

謙虚さから人の話に耳を傾ける姿勢が現れてくる。素直さは伸びる人の絶対条件である。」

という言葉を残しています。素直な心は、自分の能力を磨くだけでなく、物事を成し遂げ、

自分の夢を実現させる姿勢として大切なもので、人生を左右するものです。

素直な心は、人との関わりや様々な体験の中で育まれていきますが、何よりも、我々子

どもの前に立つ大人（教師や保護者）が、謙虚な気持ちで、子どもと共に学び成長してい

こうとする「共育」の姿勢で子どもに接していくことが大切です。大人も子どもも「常に、

素直な心で！」を心がけていきたいものですね！

《 いしかわ教育ウィーク：宇ノ気中学校「学校公開」のお知らせ 》
石川県では、１１月１日を「いしかわ教育の日」、その後１週間を「いしかわ教育ウ

ィーク」と定めており、本校でもこの取組に合わせ、学校公開を実施（案内は配付済）

します。今年度はコロナの影響で、これまで学校公開を控えてきましたが、この機会に

ぜひ来校し、生徒達の様子をご覧いただければと思います。

「素直な心」を持つ生徒に！

《 １１ 月 号 》
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○１１月の生活目標

「より良い生活について考え、身の回りを改善しよう。」
成功を収めた学校祭が終わり、２学期も後半になります。どの学年も重要な時期であり、特に３年

生は受験モードに入りましょう。２年生は、宇中の「柱」として、授業はもちろんのこと様々な場面

で中心となって行動しましょう。１年生は、さらに積極的に「気づき・先読みの行動」を実践しまし

ょう。

《 きちんとした身なりをしましょう 》

・全校集会等で冬服、防寒着の規定を確認しました。保護者の皆様には、白雲に

掲載した規定をご確認ください。

《 交通安全に心がけましょう 》

・自転車の乗り方について、危険な様子が依然として見られます。車道は、左側

通行をすること、歩道は徐行すること、横隊で走行しないこと等、しっかりとル

ールを守りましょう。

《 冬期間のルールについて 》

・部活動時間が短くなります。11月～2月末の期間は18:00完全下校になります。

・自転車通学者について、荒天（降雪や暴風雨）等のやむを得ない場合に限って

保護者による車の送迎を認めています。ただし、学校敷地内への車の乗り入れは

ご遠慮いただき、乗降場所は中井通りをお使いください。

○１１月の学習目標

「学習に積極的に取り組み、授業を充実させよう。」
「運動会」「学校祭」という２つの大きな学校行事が終わり、じっく

り腰をすえて学習に取り組める時期になりました。自分の目標に向かって、学習を進めて

いきましょう。また、３年生は１０日（火）に第２回統一テストがあります。結果を保護

者と一緒に見て、今後の進路についてよく相談しましょう。また、２４日（火）・２５日

（水）は期末テストです。計画的に宿題や課題を済ませ、自分にとって必要なプラス１の

学習をすることが学力を高めることにつながります。課題に追われる日々ではなく、自分

がしたい学習を進める日々を送りましょう。

＜学習用具の取り扱い＞
宿題や家庭学習で使用する予定のない教科書や教材は、学校に置いて帰ってもよいこ

とになり、２年が経ちました。このようにルール変更があったのは、「見通しをもって家

庭学習を進める」ことが目的です。家庭では各教科の課題や宿題を確実に取り組めている

でしょうか。また、学校では学習用具を整理し、すぐに授業の準備ができるようにロッカ

ーや机の中は整頓されているでしょうか。学習環境を整えることも大切なことです。目に

見えるものを整えることが、学習に向かうきっかけにもなります。

この機会に、カバンの中・教室・自宅の環境を見直し、計画的に

学習を進められるようにしましょう。


